
上

欄

下

欄

名

称

指

定

告

示

地
方
公
共
団
体
名

観
世
音
寺
境
内
及
び
子
院

跡
附
老
司
瓦
窯
跡

昭
和
四
十
五
年
文
部
省
告
示
第
二
百
七
十
五
号
及
び

平
成
二
十
二
年
文
部
科
学
省
告
示
第
百
二
十
七
号

福
岡
市
（
福
岡
県
）

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審
査
の
手
続
を
経
た
生
物
及
び
物

品
種
又
は
品
目

名
称

申
請

者

大
豆

高
オ
レ
イ
ン
酸
含
有
ダ
イ
ズ
Ｄ
Ｐ
`
3
0
5
4
2
3
`
１
と
除
草

剤
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
耐
性
ダ
イ
ズ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
`

0
4
0
3
2
`
６
を

掛
け
合
わ
せ
た
品
種

デ
ュ
ポ
ン
株
式
会
社

X
`
グ
ル
コ
シ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ェ

ラ
ー
ゼ

Ｂ
Ｒ

1
5
1（

p
U
A
Q
２
）株
を
利
用
し
て
生
産
さ
れ
た
６
`

X
`
グ
ル
カ
ノ
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
ラ
ー
ゼ

江
崎
グ
リ
コ
株
式
会
社

平成™›年™月˜œ日 水曜日 第œ�š 号官 報
〇
文
化
庁
告
示
第
十
三
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
百
十
三
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
史
跡
の
指
定
地
域
の
う
ち
、
福
岡
県
福
岡
市
の
区
域
に
属
す
る
部
分
を
管
理
す
べ

き
地
方
公
共
団
体
と
し
て
、
同
表
下
欄
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体
を
指
定
し
た
の
で
、
第
百
十
三
条
第
三
項
及
び
第
百

七
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
五
日

文
化
庁
長
官

近
藤

誠
一

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
一
号

次
に
掲
げ
る
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
生
物
及
び
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
生
物
を

利
用
し
て
製
造
さ
れ
た
物
に
つ
い
て
は
、
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
（
昭
和
三
十
四
年
厚
生
省
告
示
第
三
百
七
十

号
）
第
１
Ａ
第
二
款
及
び
第
２
Ｄ
に
規
定
す
る
安
全
性
審
査
の
手
続
を
経
た
の
で
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及

び
添
加
物
の
安
全
性
審
査
の
手
続
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
三
十
三
号
）
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公

表
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
五
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
大
田
原
市
大
久
保
字

東
山
添
八
六
九
、
八
七
〇
の
一
、
八
七
〇
の
二
、
八
七

六
、
八
九
八
の
三
、字
東
山
八
八
六
か
ら
八
八
八
ま
で
、

八
八
九
の
一
、
八
八
九
の
二
、
八
九
〇
か
ら
八
九
五
ま

で
、
八
九
六
の
一
、
八
九
六
の
二
、
八
九
七
、
八
九
八

の
一
、
九
〇
〇
の
一
、
九
〇
〇
の
二
、
九
〇
一
の
一
、

九
〇
二
か
ら
九
〇
六
ま
で
、
九
〇
七
の
一
、
九
〇
七
の

二
、
九
〇
八
、
九
〇
九
の
一
、
九
〇
九
の
二
、九
一
〇
、

九
一
一
、
九
一
二
の
一
、
九
一
二
の
二
、九
一
二
の
四
、

九
一
三
、
九
一
六
か
ら
九
一
八
ま
で
、
九
一
九
の
一
、

九
一
九
の
二
、
九
二
一
の
一
、
九
二
一
の
二
、
九
二
三

の
一
、
九
二
四
、
九
二
九
、
九
三
〇
、
九
三
三
、
九
三

五
、
九
三
六
の
一
、
九
三
六
の
二
、
九
三
七
の
一
、
九

三
七
の
二
、
九
三
九
の
一
、
九
三
九
の
二
、
九
四
一
、

九
四
二
の
一
か
ら
九
四
二
の
三
ま
で
、
九
四
三
の
一
、

九
四
三
の
二
、
九
四
六
の
一
、
九
五
〇
の
一
、
九
六
二

の
二
、
九
六
四
、
九
六
六
の
一
、
九
六
八
か
ら
九
七
〇

ま
で
、
九
七
八
、
九
八
五
、
久
野
又
字
作
事
沢
八
四
四

の
一
、
八
四
四
の
二
、
八
四
五
か
ら
八
四
七
ま
で
、
八

四
八
の
一
、
八
四
八
の
四
か
ら
八
四
八
の
六
ま
で
、
字

八
重
俵
沢
八
六
一
か
ら
八
六
三
ま
で
、
八
六
六
、
八
六

八
か
ら
八
七
二
ま
で
、
八
七
三
の
一
、
八
七
五
、
八
七

八
か
ら
八
八
〇
ま
で
、
八
八
五
、
八
八
八
、
字
入
山
八

六
四
の
二
、
八
六
四
の
五
、
八
六
四
の
七
か
ら
八
六
四

の
一
四
ま
で
、
八
六
四
の
一
九
か
ら
八
六
四
の
二
六
ま

で
、
八
六
四
の
二
八
、
八
六
四
の
二
九
、
八
六
四
の
三

一
か
ら
八
六
四
の
三
三
ま
で
、
八
六
四
の
三
五
か
ら
八

六
四
の
四
〇
ま
で
、字
長
沢
八
八
九
か
ら
八
九
一
ま
で
、

八
九
四
、
八
九
六
、
八
九
七
、
八
九
九
、九
〇
二
の
一
、

九
〇
三
、
九
〇
四
、
九
〇
六
、
九
〇
七
、九
一
二
の
一
、

九
一
三
、
九
一
四
、
九
一
六
、
字
千
石
沢
九
一
九
、
九

二
一
、
九
二
二
、
九
二
四
、
九
二
五
、
九
二
七
か
ら
九

三
〇
ま
で
、
北
野
上
字
丸
山
六
〇
〇
の
一
か
ら
六
〇
〇

の
三
ま
で
、
六
一
七
の
一
、
字
後
平
六
二
九
の
一
、
三

四
八
九
の
一
、
字
山
ノ
田
六
三
二
の
二
、六
五
三
の
一
、

六
五
五
、
六
五
八
、
六
五
九
、
三
四
七
〇
の
一
、
三
四

七
一
、
三
四
七
二
、
三
四
七
九
か
ら
三
四
八
二
ま
で
、

三
四
八
四
、
三
四
八
五
、
三
四
八
七
、
三
四
八
八
、
三

五
〇
〇
、
三
五
〇
二
、
三
五
〇
三
、字
作
事
三
五
〇
六
、

三
五
〇
九
の
一
、
字
仲
ノ
沢
三
四
七
三
、
三
四
七
四
、

三
四
七
五
の
一
か
ら
三
四
七
五
の
四
ま
で
、
三
四
七
五

の
八
、
三
四
七
五
の
一
〇
、字
愛
吉
入
三
六
〇
一
の
三
、

三
六
〇
一
の
一
二
か
ら
三
六
〇
一
の
一
五
ま
で
、
三
六

〇
一
の
一
八
か
ら
三
六
〇
一
の
三
四
ま
で
、
三
六
〇
一

の
三
六
か
ら
三
六
〇
一
の
四
三
ま
で
、
木
佐
美
字
富
士

山
六
五
六
の
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
栃

木
県
庁
及
び
大
田
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
九
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
九
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町
大
字

深
沢
字
笹
原
二
二
五
八
の
二
か
ら
二
二
五
八
の
五
ま

で
、
二
二
五
八
の
七
、
二
二
五
八
の
九
、
二
二
六
一
の

五
、
二
二
六
二
、
二
二
六
三
、
二
二
六
四
の
二
、
二
二

六
六
、
二
二
六
七
の
一
、
二
二
六
八
か
ら
二
二
七
〇
ま

で
、
字
延
願
寺
二
二
六
〇
、
字
石
川
原
久
保
二
二
七
一

の
一
か
ら
二
二
七
一
の
三
ま
で
、
二
二
七
六
の
一
、
二

二
七
六
の
二
、
二
二
七
七
の
一
、
二
二
七
七
の
二
、
二

二
七
八
、
二
二
七
九
の
一
、
字
小
谷
津
二
二
八
七
、
二

二
八
八
、
字
大
和
田
入
二
二
八
九
、
二
二
九
〇
、
二
二

九
一
の
一
、
二
二
九
一
の
二
、
二
二
九
二
の
一
、
二
二

九
三
、
二
二
九
四
、
二
二
九
五
の
一
、二
二
九
五
の
二
、

二
二
九
六
、
二
二
九
八
、
二
二
九
九
、二
三
〇
〇
の
一
、

字
大
和
田
二
三
〇
三
の
二
、
二
三
〇
三
の
三
、
字
笊
内

二
三
〇
四
の
一
、
二
三
〇
四
の
三

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
栃

木
県
庁
及
び
茂
木
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百
九
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
五
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

一

保
安
林
の
所
在
場
所

栃
木
県
大
田
原
市
北
野
上
字

塚
木
三
〇
六
八

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
栃

木
県
庁
及
び
大
田
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）
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